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コロナ禍でのフレイル予防・健康づくりを応援！⇒
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HbA1c5.6以上
の割合

左：男性、右：女性

上段は粗割合、
下段はH27全国を100

とした標準化比

HbA1c5.6以上の割合は
男性65％、女性60% と
いずれも高いが減少。
男女とも全国・県よ

り市が高かったが減少
傾向にあり、直近のR1

年には、県と比較して
男性で同程度、女性は
下回っていた。
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収縮期血圧130以上
の割合

左：男性、右：女性

上段は粗割合、
下段はH27全国を100

とした標準化比

収縮期血圧130以上
の割合は男性が女性よ
りも高かった。
男女ともに全国より

も県、さらには市の方
が低かったが、5年間
で増加傾向が続いてお
り、R1には県を上回る
の割合になっていた。
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健診受診率の伸び悩みが、今後先々の地域の
健康・要介護・死亡の状況に影響するかも…

データに基づく「東御市の健康な暮らしを考える」のまとめ

• 複数年のデータの積み上げで地域の健康状況を継続して把握。

• 特定健診の課題：HbA1c改善傾向の一方で、血圧上昇に懸念。

• 感染予防に加えて、コロナ禍による健康二次被害予防も重要。

• 健康課題解決の根幹＝「健診受診率向上」への注力を要検討。


